








平成元年3月に秋田県で実施した調査で,維持透析例721例中,15歳以下で腎疾患を発症し

16 歳以後に維持透析に移行したキャリーオーバー症例の頻度は 4.0%であり,また 16～19

歳に腎疾患を認めた思春期発症群のそれは 3.3%であった。これをこれまでのキャリーオー

バー率の成績と対比するとキャリーオーバー症例の5～6人に1人が透析に移行したと推定

された。また思春期発症群の進行はキャリーオーバー群に比して速い傾向を示した。 


